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【 審 査 結 果 】  
 上 原 こ ず え を 主 査 と し 、 主 任 指 導 教 員 の 友 常 勉 、 お よ び 副 査 と し て イ リ ナ ・ ホ ル カ 、 中
野 敏 男 （ 本 学 名 誉 教 授 ） 、 ⼾ 邉 秀 明 （ 東 京 経 済 大 学 、 外 部 委 員 ） か ら 成 る 審 査 委 員 会 は 、
2025 年 2 月 11 日 に 上 記 論 文 の 審 査 な ら び に 口 述 に よ る 最 終 試 験 を 行 な っ た 。 そ の 結 果 、
審 査 委 員 会 は 全 員 一 致 で 、 申 請 者 に 対 し 博 士 （ 学 術 ） の 学 位 を 授 与 す る の が 適 当 で あ る と
の 結 論 に 達 し た 。  
 
【 論 文 の 概 要 】  

本論文は、米軍占領期にあった 1961 年にコザ（現沖縄県沖縄市）で結成され、現在まで

活動を続けているアマチュア演劇集団「創造」を対象にし、米軍占領期の 1950 年代後半に

はじまり、施政権返還から 10 年を経る 1980 年代前半までの沖縄における文化運動の意義

と限界について考察するものである。本論文では、1950 年代後半の琉球大学における学生

運動から「創造」結成に至るまでの経緯を明らかにするとともに、コザの地域的特性とそ

の社会的構造の中で取り組まれていた演劇活動が、米軍占領から日本への施政権返還とい

う変遷をたどる沖縄社会に対する批判的介入をいかに可能にしたかを明確に示した。  

本 論 文 は 序 章 に 始 ま り 、 第 I 部 に 第 １ 〜 3 章 、 第 II 部 に 第 4〜 5 章 、 最 後 に 終 章 の 全 7
章 （ 137 ペ ー ジ ） で 構 成 さ れ た 論 文 で あ る 。  

序 章 で は 、 本 論 文 の 目 的 と 研 究 分 析 方 法 が 示 さ れ た 。 ま ず 、 演 劇 集 団 「 創 造 」 を 研 究 す
る 目 的 は 何 か 。アマチュア劇団でありながら、60 年以上の歴史を持ち、多くの上演活動を

行なってきた劇団は、沖縄はもちろん日本全体を見渡しても珍しく、その活動は沖縄の現

代史、とりわけ文化史を考える際に重要な手がかりとなること、また、ひとつの政治的な

理念で組織されている集団ではなく、その周辺にいる人々の話を演劇集団「創造」を通じ

て救い出すことができるとの説明がなされた。研究対象である演劇集団「創造」の活動基

盤はコザ市（現沖縄市）であり、メンバーの多くがその出身者である。コザをはじめその

周辺は米軍基地駐留のために形成された地域であることから、演劇集団「創造」メンバー

の多くは、米軍占領下に置かれる沖縄社会を直視し、自覚することから出発し、演劇運動

のなかでそうした問題意識を表現しようとする姿勢が演劇活動にも反映されたという。本



研究では一次資料として、公演パンフレットや日誌、総会資料などが参照され、研究対象

時期として 1950 年代後半から 1980 年代初期までの約 20 余年を対象と設定していること

がこ こ で 説 明 さ れ て い る 。  
第 I 部 「 米 軍 占 領 下 で の 演 劇 集 団 「 創 造 」 と 新 劇 運 動 」 で は 、 演 劇 集 団 「 創 造 」 の 結 成

か ら 、 日 本 へ の 施 政 権 返 還 以 前 ま で の 上 演 活 動 に 焦 点 を 当 て 、 そ の 歴 史 社 会 的 意 義 を 考 察
し な が ら 演 劇 集 団 「 創 造 」 が 作 り 上 げ よ う と し た 沖 縄 の 文 化 運 動 の あ り 方 に つ い て 考 察 し
て い る 。 第 1 章 「 「 他 者 」 に 投 影 さ れ る 沖 縄 ― ― 旗 揚 げ 公 演 「 太 陽 の 影 」 に 至 る ま で 」 で
は 、 旗 揚 げ 公 演 で あ っ た 「 太 陽 の 影 」（作／ふじた･あさや、演出／幸喜良秀）の 上 演 活
動 に 焦 点 を 当 て て い る 。 沖 縄 に お け る ⼈ ⺠ 的 文 化 運 動 を 目 指 し て 結 成 さ れ た 演 劇 集 団 「 創
造 」 が 沖 縄 を 主 題 と す る の で は な く ア ル ジ ェ リ ア の 独 立 運 動 を 素 材 と し た 「 太 陽 の 影 」 を
選 ん だ 背 景 に 、 米 軍 占 領 下 に あ っ た 1950 年 代 後 半 に お い て メ ン バ ー ら が 経 験 し た 自 由 の
制 限 や 監 視 の 日 々 が あ っ た こ と 、 さ ら に 韓 国 の 「 四 月 革 命 」 や 在 日 朝 鮮 ⼈ と い う 「 他 者 」
と の 出 会 い が 沖 縄 に お け る 学 生 運 動 を 省 み る き っ か け と な り 、 既 存 の 運 動 に 対 す る 立 場 を
表 明 し な が ら 独 自 の ⼈ ⺠ 的 文 化 運 動 や 運 動 の 「 主 体 性 」 を い か に 問 う て い っ た の か に つ い
て 論 じ て い る 。  

第 2 章 「 「 戦 後 」 ・ 「 占 領 」 、 「 戦 争 」 と い う 日 常 に お け る 「 ア ン ネ の 日 記 」 の 意 味 」
で は 、 1961 年 の 旗 揚 げ 公 演 か ら 2 年 の ブ ラ ン ク を 経 て 再 開 し た 演 劇 集 団 「 創 造 」 が 、
1964 年 に 「 ア ン ネ の 日 記 」 を 上 演 し た こ と に 焦 点 を 当 て て 論 じ て い る 。単純に上演する

ことだけを目標するのではなく、芸術的な面での向上を目指したこの上 演 で は 、閉じ込め

られた「アンネ」を沖縄の占領状況と重ね、米軍の抑圧に対する批判を表現しようと試み

ていたと同時に、米軍占領下の検閲や監視への恐れがある中、表向きには反米を出さない

作品として選択されたことが説明された。この上演では、第 2 次世界大戦の被害者の象徴

である「アンネ」を通じて、戦 争 と 占 領 の 被 害 者 と し て 沖 縄 を 表 象したが、その戦 争 責 任
や 、 日 本 の 植 ⺠ 地 ⽀ 配 や 帝 国 主 義 へ の 批 判 も 不 可 視 化 さ れ て し ま っ た 。   

第 3 章 「 持 続 と 挫 折 ― ― 再 演 の 「 ア ン ネ の 日 記 」 と 創 作 劇 「 朝 未 来 」 が 描 く 沖 縄 社 会 」
で は 、 日 本 「 復 帰 」 が 現 実 味 を 増 し て い く 中 で 、 演 劇 集 団 「 創 造 」 が 1969 年 の 「 ア ン ネ
の 日 記 」 再 演 を 通 じ て 沖 縄 社 会 に ど う 向 き 合 っ た の か に つ い て 考 察 し て い る 。 特 に 、 ベ ト
ナ ム 戦 争 の 中 で 高 ま る 危 機 感 の 中 で 再 演 さ れ た 「 ア ン ネ の 日 記 」 は 初 演 か ら の 変 化 を 見
せ 、 沖 縄 か ら ベ ト ナ ム に 向 か う 米 軍 機 を 阻 止 で き な い と い う 加 害 責 任 を 追 及 す る 空 間 に も
な っ て い た こ と を 本 章 は 指 摘 、 文 化 運 動 が 社 会 運 動 に ⻲ 裂 を ⼊ れ る 可 能 性 を 示 し て い る 。
し か し 、 沖 縄 闘 争 と 施 政 権 返 還 の 激 動 の 中 、 演 劇 集 団 「 創 造 」 の メ ン バ ー 各 ⼈ も 運 動 に コ
ミ ッ ト す る 中 で 演 劇 活 動 を 行 い 得 な く な り 、 初 の オ リ ジ ナ ル 作 品 と し て 期 待 さ れ た 「 朝 未
来 」 上 演 は 挫 折 し 、 施 政 権 返 還 後 の 「 ⼈ 類 館 」 上 演 ま で 「 沈 黙 」 を 続 け る こ と と な る 。  

次 に 、 第 II 部 「 日 本 施 政 権 下 に お け る 演 劇 集 団 「 創 造 」 と 「 ⼈ 類 館 」 」 で は 「 ⼈ 類 館 」
の 上 演 活 動 に 焦 点 を 当 て 、戯 曲「 ⼈ 類 館 」で は な く 、そ の 上 演 活 動 に 注 目 し 、70 回 に 上 る



上 演 活 動 の う ち 5 年 の ブ ラ ン ク が 生 じ た 第 10 回 か ら 第 11 回 目 の 公 演 の 際 に あ っ た 改 訂 と
上 演 活 動 の 意 味 へ の 考 察 が な さ れ る 。 第 4 章 「 「 創 造 」 す る 側 に と っ て 「 ⼈ 類 館 」 の 歴 史
社 会 性 ― ―「 創 造 」す る 側 に 焦 点 を 当 て 」で は 、「 ⼈ 類 館 」の 上 演 活 動 に 着 目 し 、こ の 演 劇
集 団「 創 造 」に と っ て こ の 作 品 が 持 つ 意 味 と 、そ の 背 景 に つ い て 分 析 す る 。本 章 で は 特 に 、
戯 曲「人類館」が共 同 制 作 の 結 晶 で あ り 、 「 創 造 」 の 活 動 と 密 接 に 関 連 し て い た こ と を 指
摘 す る 。 「 ⼈ 類 館 」 は 、沖縄近現代史を貫くようなさまざまな言説や出来事を用いて物語

が展開し、日本とのかかわりにおける沖縄内部の能動性を批判の対象にしている。さらに、

「日本語」「ウチナー口」「ウチナー大和口」の混在・使い分けを通じて沖縄が置かれてき

た言語状況についての考察を促す作品であることから、「正しい日本語」、「標準語励行

運動」を促進した「復帰」運動への批判の端緒を開いたことを本章では指摘している。  
第 5 章 「 演 劇 「 ⼈ 類 館 」 の 普 遍 性 ― ― 上 演 空 間 の 変 遷 に 焦 点 を 当 て 」 で は 、 活 動 範 囲 を

広 げ た 演 劇 集 団 「 創 造 」 に よ る 沖 縄 本 島 以 外 で の 「 ⼈ 類 館 」 上 演 活 動 に つ い て 考 察 す る 。
と り わ け 、1976 年 の 沖 縄 県 内 の 離 島 と 学 校 で の 公 演 、さ ら に 東 京 公 演 に つ い て 焦 点 を 当 て
て い く 。 離 島 公 演 で は 、沖縄内部における差別構図や沖縄本島では気付かれなかったこと

ばの問題を演劇人たちが意識したことが論じられる。また施政権返還後の沖縄における「ヤ

マト文化の植民地化」に対する拒否を示す試みであった東京公演では、「笑い」をめぐる

戸惑いの反応が観客からは見られ、被差別者である沖縄人の内部にある差別意識を抉り出

し「復帰」運動を痛烈に批判する「喜劇」として位置付けられていく経緯を確認した。  

最 後 に 、 終 章 で は 、 本 研 究 の 意 義 が ま と め ら れ 、 今 後 の 課 題 と し て 、「復帰」をめぐる

沖縄社会の分裂と演劇集団「創造」の活動の分析、日本本土における「人類館」の受容に

ついての分析、1978 年の大阪公演についての分析、近年に至るまでの活動の分析、演劇史

における演劇集団「創造」の評価などが提 示 さ れ た 。  

  
【 審 査 の 概 要 及 び 評 価 】  
 試 験 席 上 で は 、 冒 頭 で 学 位 申 請 者 に よ っ て 本 論 文 の 概 要 が 説 明 さ れ た 。 続 い て 、 各 審 査
委 員 よ り 本 論 文 を 評 価 で き る 点 と し て 、 次 の 点 が 挙 げ ら れ た 。  

本 論 文 は演劇集団「創造」による文化的・政治的活動としての上演を浮き彫りにするた

めに、「参与観察」とも言える接近方法でその活動そのものに触れ、関与者の証言を丁寧

に掬い・救い上げていることが評価された。演 劇 集 団 「 創 造 」 に つ い て は 、 代 表 作 で あ る
1976 年 の 戯 曲「 ⼈ 類 館 」が 分 析 対 象 と さ れ る こ と が 多 く 、演 劇 活 動 そ の も の に つ い て は 注
目 さ れ る こ と が 少 な か っ た が 、 本 研 究 は 、 演 劇 集 団 「 創 造 」 を 現 代 沖 縄 の 歴 史 的 ・ 社 会 的
文 脈 に 位 置 付 け 、子細な活動記録とその上演活動の経験を叙述することで、1960 年 代 後 半
か ら 70 年 代 に か け て の思想史的な転換や変容を鮮 や か に 描 き 出しているという点、文化

研究としての領野を劇団「創造」の活動を研究対象と設定し切り開いたこと、多言語性 (日

本語、ウチナー口、ウチナー大和口 )を有する沖縄の言語社会の葛藤について解明している



こと、などが高く評価された。  

質 疑 応 答 で は 主 に 下 記 の 点 が 質 問 と し て 提 起 さ れ 、金誾愛氏 か ら の 回 答 が あ っ た 。  

１ ）演劇の専門雑誌、地方新聞、グラフ雑誌、労働組合や学校の出版物など、本論文で参

照している資料は多様であり各々のジャンル区分や掲載メディアの特徴について説明

する必要があるとの指摘に対しては、誰に向けて出された刊行物であるかについて、

また刊行物に書かれていることとインタビュー証言との齟齬などを論証することが課

題であると認識しているとの説明があった。 

２ ） 2 章 3 章の被害／加害性についての議論を補強するために、「アンネの日記」について

の演出その他の面での変化を描き出す（書き言葉によるものから話し言葉によるもの

へたどり着く戯曲から脚本へのプロセスについてより詳細な分析の）必要が指摘され

たが、これに対しては、文書記録の不在により、演出そのものの変化についての分析

が難しかったということと、舞台での演出を超えて演劇人たちがどのような考えで活

動したかにより集中して考える必要があったとの説明がなされた。  

３ ）「アンネの日記」再演から「人類館」初演まで（1970 年前後～1976 年）の上演「空白」

期間についても、その間の劇団員個々人の活動・発言の資料をもとに「空白」を埋め

る必要があるとの指摘に対しては、「空白」の期間にも全く演劇活動をしなかったわ

けではなく、文化運動を個人のレベルで継続したり、運動の中で声明を出したりする

などの動きを継続していたことを説明したうえで、「空白」となった背景に復帰前後

の沖縄の社会運動における分裂や、復帰に対する総括の困難があったことをふまえて

「空白」の理由をより説得的に論じることが今後の課題であるとの説明があった。  

４ ）「文化運動史」を標榜する意義を提起するには、既存の社会運動史・思想史・文学史

・演劇史との方法論上の差異をより明確にすべきであり、そのためにも演劇運動が文

化運動のなかで有する特徴について説明する必要があるとの指摘に対しては、文学や

美術に関連する文化運動が個人の創作と集団活動とが別個になりやすいのに対して、

演劇運動では個人が書いた戯曲作品も芝居として上演する過程で不可避的に集団性を

獲得すると同時に、上演活動によって劇団員とともに観客も含めた集団性が成立する

ことで、重層的に集団性を獲得するという運動上の特性があるとの説明がなされた。  

審 査 員 か ら の 質 問 に 対 す る金誾愛氏 の 応 答 は 逐 一 明 確 で あ り 、 ま た 、 今 後 の 課 題 と し て
残 さ れ た 点 を 精 確 に 認 識 し て い る こ と を 確 認 で き た 。 審 査 委 員 の 示 し た 上 記 の 若 干 の 問 題
点 は 、金誾愛氏 が 提 出 し た 博 士 論 文 の 卓 越 性 に 即 し た 水 準 で の 懸 念 で あ り 、 本 論 文 の 学 術
的 価 値 そ れ 自 体 を い さ さ か も 損 ね る も の で は な い 。  
 以 上 の 博 士 論 文 の 評 価 お よ び 最 終 試 験 で の 質 疑 応 答 の 内 容 か ら 、審 査 委 員 は 全 員 一 致 で 、
学 位 申 請 者 が 博 士 （ 学 術 ） の 学 位 を 授 与 す る に ふ さ わ し い と の 結 論 に 達 し た 。  


